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中
国
研
究
集
刊 

光
号
（
総
六
十
二
号
）
平
成
二
十
八
年
六
月　

一
八
︱
三
〇
頁

清
華
大
学
が
所
蔵
す
る
戦
国
竹
簡（
清
華
簡
）『
楚
居
』は
、二
〇

一
〇
年
末
に
刊
行
さ
れ
て
以
来（
注
1
）、
国
内
外
の
学
術
界
に
お
い

て
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
る
。そ
の
た
め
、
す
で
に
多
く
の
論

文
が
各
種
期
刊
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
発
表
さ
れ
て
お
り
（
注
2
）
、

関
連
す
る
問
題
に
つ
い
て
の
深
い
認
識
と
理
解
を
推
進
し
た
。
し

か
し
、
古
史
が
茫
漠
と
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
疑
問
点
は
甚
だ

多
く
、
数
多
く
の
問
題
が
詳
細
な
研
究
や
推
敲
、
考
古
資
料
に
よ

る
実
証
を
待
っ
て
い
る
状
態
で
あ
る
。

本
稿
は
、
伝
世
文
献
と
す
で
に
あ
る
研
究
成
果
と
を
結
合
し
、

簡
文
の
「
季
連
初
降
於
騩
山
」
の
記
載
と
伝
世
文
献
に
見
え
る

「
楚
人
の
遠
祖
陸
終
が
鬼
方
氏
の
妹
女
隤
を
娶
っ
た
」
と
い
う
伝

説
に
つ
い
て
分
析
・
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。『
楚
居
』
が
提
供

す
る
情
報
を
用
い
て
、
関
連
す
る
学
術
上
の
難
解
な
問
題
を
解
決

し
、
楚
史
・
楚
文
化
研
究
の
進
展
を
促
し
た
い
。

一
、
陸
終
が
娶
っ
た
女 

の
族
属

伝
世
文
献
と
出
土
文
献
と
に
よ
る
と
、
楚
国
の
王
族
は
、
祝
融

八
姓
の
一
人
、
季
連
の
後
裔
で
あ
り
、
羋
姓
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

『
史
記
』
巻
四
〇
・
楚
世
家
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

　

楚
之
先
祖
出
自
帝
顓
頊
高
陽
。
…
…
高
陽
生
稱
、
稱
生
卷

章
、
卷
章
生
重
黎
。
重
黎
爲
帝
嚳
高
辛
居
火
正
、
甚
有
功
、

能
光
融
天
下
、
帝
嚳
命
曰
祝
融
。
共
工
氏
作
亂
、
帝
嚳
使
重

瞶嫁

楚
の
遠
祖
陸
終
と
そ
の
妻
女
嬇
の
伝
説
に
関
す
る
一
考
察

︱
清
華
簡
『
楚
居
』
を
手
が
か
り
と
し
て

徐
　
少
華

（
草
野
友
子 

訳
）

〔
出
土
文
献
研
究
〕
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黎
誅
之
而
不
盡
。
帝
乃
以
庚
寅
日
誅
重
黎
、
而
以
其
弟
吳
囘

爲
重
黎
後
、
復
居
火
正
、
爲
祝
融
。

　

吳
囘
生
陸
終
。
陸
終
生
子
六
人
、
坼
剖
而
產
焉
。
其
長
一

曰
昆
吾
。
二
曰
參
胡
。
三
曰
彭
祖
。
四
曰
會
人
。
五
曰
曹

姓
。
六
曰
季
連
、
羋
姓
、
楚
其
後
也
（
注
3
）
。

　
（
楚
の
先
祖
は
帝
顓
頊
高
陽
よ
り
出
づ
。
…
…
高
陽
は
称

を
生
み
、
称
は
巻
章
を
生
み
、
巻
章
は
重
黎
を
生
む
。
重
黎

は
帝
嚳
高
辛
の
為
に
火
正
に
居
り
、
甚
だ
功
有
り
て
、
能
く

天
下
に
光
融
し
、
帝
嚳
は
命な
づ

け
て
祝
融
と
曰
う
。
共
工

氏 

乱
を
作
す
や
、
帝
嚳
は
重
黎
を
し
て
之
を
誅
せ
し
め
、

而し
か

も
尽
さ
ず
。
帝
は
乃
ち
庚
寅
の
日
を
以
て
重
黎
を
誅
し
、

而
し
て
其
の
弟
呉
回
を
以
て
重
黎
の
後
と
為
し
、
復
た
火
正

に
居
り
、
祝
融
と
為
る
。

　

呉
回
は
陸
終
を
生
む
。
陸
終
は
子
六
人
を
生
み
、
坼た
く
ぼ
う剖
し

て
焉こ
れ

を
産
む
。
其
の
長
ず
る
一
を
昆
吾
と
曰
う
。
二
を
参
胡

と
曰
う
。
三
を
彭
祖
と
曰
う
。
四
を
会
人
と
曰
う
。
五
を
曹

姓
と
曰
う
。
六
を
季
連
と
曰
い
、
羋
姓
な
り
、
楚
は
其
の
後

な
り
。）

こ
の
段
の
記
載
は
、
周
代
の
楚
人
と
太
古
の
祝
融
集
団
と
の
淵

源
関
係
に
つ
い
て
明
言
し
て
い
る
。
そ
の
間
に
は
伝
説
の
色
彩
が

あ
る
も
の
の
、
関
連
す
る
文
献
と
考
古
資
料
に
よ
っ
て
こ
れ
を
証

明
す
る
と
、
主
な
内
容
は
お
お
よ
そ
誤
り
が
な
い
。

た
と
え
ば
、『
左
伝
』
僖
公
二
十
六
年
に
「
夔
子
不
祀
祝
融
與

鬻
熊
、
楚
人
讓
之
（
夔
子
祝
融
と
鬻
熊
と
を
祀
ら
ず
、
楚
人
之
を

譲せ

む
）。」
と
、
ま
た
「
帥
師
滅
夔
、
以
夔
子
歸
（
師
を
帥
い
て
夔

を
滅
ぼ
し
、
夔
子
を
以
て
帰
る
）。」
と
あ
り
、
杜
預
注
に
「
祝

融
、
高
辛
氏
之
火
正
。
楚
之
遠
祖
也
。
…
…
夔
、
楚
之
別
封
、
故

亦
世
紹
其
祀
（
祝
融
は
、
高
辛
氏
の
火
正
な
り
。
楚
の
遠
祖
な

り
。
…
…
夔
は
、
楚
の
別
封
、
故
に
亦
た
世
よ
其
の
祀
を
紹つ

ぐ
）。」

と
あ
る
。

二
〇
世
紀
の
一
九
八
〇
年
代
に
湖
北
省
荊
門
市
で
出
土
し
た
包

山
楚
簡
の
卜
筮
祭
祷
簡
に
は
、「
與
祷
楚
先
老
僮
・
祝
融
・
鬻
熊
、

各
一
牂
」
と
あ
る
（
注
4
）
。
老
僮
が
巻
章
で
あ
る
こ
と
に
よ
れ
ば

（
詳
細
は
後
述
）、
簡
文
に
見
え
る
三
人
の
「
楚
先
」
の
順
序
と
名

称
は
文
献
の
記
載
と
一
致
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
東
周
か
ら
秦

漢
時
期
に
至
る
ま
で
、
人
々
は
楚
族
の
起
源
と
展
開
に
つ
い
て
比

較
的
よ
く
知
っ
て
お
り
、
関
連
文
献
の
記
載
は
基
本
的
に
信
用
で

き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、『
大
戴
礼
記
』
帝
繋
に
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

　

顓
頊
娶
於
滕
氏
、
滕
氏
奔
之
子
、
謂
之
女
祿
氏
、
產
老
童
。

老
童
娶
於
竭
水
氏
、
竭
水
氏
之
子
、
謂
之
高
緺
氏
、
產
重
黎

及
吳
囘
。
吳
囘
氏
產
陸
終
。
陸
終
氏
娶
於
鬼
方
氏
、
鬼
方
氏

（ 19 ）



之
妹
、
謂
之
女
隤
氏
、
產
六
子
、
孕
而
不
粥
（
育
）、
三
年
、

啓
其
左
脅
、
六
人
出
焉
。
其
一
曰
樊
、
是
爲
昆
吾
。
其
二
曰

惠
連
、
是
爲
參
胡
。
其
三
曰
籛
、
是
爲
彭
祖
。
其
四
曰
萊

（
求
）言
、
是
爲
云
鄶
人
。
其
五
曰
安
、
是
爲
曹
姓
。
其
六
曰

季
連
、
是
爲
羋
姓
。
…
…
季
連
者
、
楚
氏（
是
）也
（
注
5
）
。

　
（
顓
頊
は
滕
氏
に
娶
り
、
滕
氏
奔
の
子
、
之
を
女
禄
氏
と

謂
い
、
老
童
を
産
む
。
老
童
は
竭
水
氏
に
娶
り
、
竭
水
氏
の

子
、
之
を
高
緺
氏
と
謂
い
、
重
黎
及
び
呉
回
を
産
む
。
呉
回

氏
は
陸
終
を
産
む
。
陸
終
氏
は
鬼
方
氏
に
娶
り
、
鬼
方
氏
の

妹
、
之
を
女
隤
氏
と
謂
い
、
六
子
を
産
み
、
孕
め
ど
も
粥

（
育
）
せ
ず
、
三
年
に
し
て
、
其
の
左
脅
を
啓
き
、
六
人
出

づ
。
其
の
一
を
樊
と
曰
い
、
是
を
昆
吾
と
為
す
。
其
の
二
を

恵
連
と
曰
い
、
是
を
参
胡
と
為
す
。
其
の
三
を
籛
と
曰
い
、

是
を
彭
祖
と
為
す
。
其
の
四
を
萊
（
求
）
言
と
曰
い
、
是
を

云
鄶
人
と
為
す
。
其
の
五
を
安
と
曰
い
、
是
を
曹
姓
と
為

す
。
其
の
六
を
季
連
と
曰
い
、
是
を
羋
姓
と
為
す
。
…
…
季

連
な
る
者
は
、
楚
氏
（
是
）
な
り
。）

『
大
戴
礼
記
』
の
こ
の
段
の
話
と
先
に
引
用
し
た
『
史
記
』
の

記
載
と
を
比
較
す
る
と
、
お
お
む
ね
同
じ
で
は
あ
る
が
、
細
か
い

点
が
異
な
る
。
第
一
に
、『
大
戴
礼
記
』
帝
繋
の
内
容
は
さ
ら
に

詳
細
で
あ
り
、
顓
頊
・
老
童
・
陸
終
ら
の
家
系
の
姻
戚
関
係
の
旧

族
を
示
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
昆
吾
・
参
胡
・
彭
祖
ら
の
人
あ

る
い
は
支
系
の
名
称
も
記
載
し
て
い
る
。
第
二
に
、「
老
童
」
が

「
卷
章
」
に
代
わ
っ
て
お
り
、
裴
駰
『
史
記
集
解
』
は
徐
広
を
引

い
て
「『
世
本
』
云
老
童
生
重
黎
及
吳
囘
（『
世
本
』
は
老
童
重
黎

及
び
呉
回
を
生
む
と
云
う
）。」
と
言
い
、
ま
た
譙
周
を
引
い
て

「
老
童
即
卷
章
（
老
童
は
即
ち
巻
章
な
り
）。」
と
言
う
（
注
6
）
。
司

馬
貞
『
史
記
索
隠
』
は
「
卷
章
名
老
童
（
巻
章
の
名
は
老
童
な

り
）。」
と
言
う
。
す
な
わ
ち
老
童
と
巻
章
と
は
名
・
字
あ
る
い
は

号
の
関
係
に
当
た
る
。
第
三
に
、『
大
戴
礼
記
』
帝
繋
は
顓
頊
と

老
童
の
間
に
「
稱
」
の
一
代
が
な
く
、『
世
本
』
の
記
載
は
『
大

戴
礼
記
』
帝
繋
と
同
じ
で
あ
り
（
注
7
）
、
こ
れ
は
記
載
に
欠
失
が
あ

る
の
か
、
そ
れ
と
も
こ
れ
ら
の
学
者
の
太
古
の
史
実
に
つ
い
て
の

見
解
に
違
い
が
あ
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

「
女
隤
」
に
つ
い
て
は
、『
史
記
』
楚
世
家
の
「
陸
終
生
子
六

人
」
の
句
の
下
に
、
司
馬
貞
『
史
記
索
隠
』
と
『
太
平
御
覧
』
は

『
世
本
』
を
引
い
て
「
女
嬇
」
に
作
り
（
注
8
）
、
隤
と
嬇
と
は
通
用

し
、
た
だ
偏
が
異
な
る
の
み
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。

鬼
方
は
、
上
古
時
期
に
北
方
に
お
い
て
強
大
で
あ
っ
た
狄
族
で

あ
り
、
伝
世
文
献
・
甲
骨
卜
辞
・
銅
器
銘
文
に
み
な
見
え
、
学
者

た
ち
の
研
究
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
媿
姓
の
族
、
あ
る
い
は
「
媿
姓

の
国
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
注
9
）
。

媿
姓
の
「
媿
」
は
、
文
献
で
は
多
く
「
隗
」
に
作
り
、
ま
た

（ 20 ）



「
歸
」
に
作
る
。『
左
伝
』
僖
公
二
十
三
年
に
「
狄
人
伐
廧
咎
如
、

獲
其
二
女
叔
隗
・
季
隗
、
納
諸
公
子
（
狄
人 

廧
咎
如
を
伐
ち
、

其
の
二
女
叔
隗
・
季
隗
を
獲
て
、
諸
を
公
子
に
納
る
）。」
と
、
そ

の
杜
預
注
に
「
廧
咎
如
、
赤
狄
之
別
種
也
、
隗
姓
（
廧
咎
如
は
、

赤
狄
の
別
種
な
り
、
隗
姓
な
り
）。」
と
あ
る
。
ま
た
、『
史
記
』

巻
三
九
・
晋
世
家
の
「
狄
伐
咎
如
」
の
句
の
下
に
、
裴
駰
『
史
記

集
解
』
は
賈
逵
を
引
い
て
「
赤
狄
之
別
、
隗
姓
（
赤
狄
の
別
は
、

隗
姓
な
り
）。」
と
言
う
。『
国
語
』
鄭
語
は
周
の
太
史
の
史
伯
が

「
北
有
…
…
潞
・
洛
・
泉
・
徐
・
蒲
（
北
に
…
…
潞
・
洛
・
泉
・

徐
・
蒲
有
り
）」
と
言
う
の
を
載
せ
、
そ
の
韋
昭
注
に
「
皆
赤
狄
、

隗
姓
也
（
皆
赤
狄
、
隗
姓
な
り
）。」
と
あ
る
。
諸
篇
が
用
い
て
い

る
「
隗
」
字
は
、
銅
器
銘
文
や
古
姓
に
よ
る
と
す
べ
て
「
女
」
を

偏
と
す
る
の
が
通
例
で
あ
り
、
実
際
に
は
「
媿
」
に
作
る
べ
き
で

あ
る
。

淮
河
中
流
の
北
岸
、
今
の
安
徽
省
阜
陽
市
の
西
北
に
あ
っ
た
古

胡
国
は
、
文
献
で
は
「
歸
姓
」
を
称
し
て
い
る
（
注
10
）
。
胡
は
、
金

文
で
は
「

」
に
作
り
、
一
九
七
八
年
に
陝
西
省
武
功
県
任
北
村

の
西
周
銅
器
窖
蔵
か
ら
出
土
し
た

叔
簋
銘
に
は
「

叔

姫
作

伯
媿
媵
簋
、
…
…
。」
と
あ
る
（
注
11
）
。

こ
の
簋
は
、

叔
夫
婦
が
そ
の
長
女
「
伯
媿
」
が
外
に
嫁
ぐ
際

に
作
成
し
た
媵
器
で
あ
り
、
媵
器
の
銘
文
の
字
を
称
す
る
慣
例
に

よ
る
と
、「
伯
」
は
長
幼
の
順
序
、「
媿
」
は

国
の
姓
で
あ
る
。

「
媿
」
は
古
く
は
「
愧
」
に
通
じ
（
注
12
）
、
ま
た
借
り
に
「
歸
」
に

作
り
、『
戦
国
策
』
秦
策
一
「
蘇
秦
始
將
連
横
」
章
の
、「
狀
有
歸

色
」
の
句
の
下
の
高
誘
注
に
は
、「
歸
當
終
愧
。
愧
、
慚
也
。
音

相
近
、
故
作
歸
耳
（
帰
は
当
に
終
に
愧は

ず
べ
し
。
愧
は
、
慚
な

り
。
音
相
近
く
、
故
に
帰
に
作
る
の
み
）。」
と
あ
る
（
注
13
）
。
帰
姓

胡
国
の
「
歸
」
は
、
実
は
「
媿
」
の
同
音
の
仮
借
字
で
あ
り
、
李

学
勤
氏
は
銘
文
に
見
え
る
媿
姓
の
「

」
は
、「
ま
さ
し
く
文
献

中
の
帰
姓
の
胡
国
で
あ
る
」
と
見
な
し
て
お
り
（
注
14
）
、
こ
れ
は
信

じ
る
に
値
す
る
。

鬼
方
が
媿
姓
の
国
あ
る
い
は
部
族
で
あ
る
以
上
、
陸
終
が
娶
っ

た
鬼
方
氏
の
妹
は
、
媿
姓
の
女
子
に
属
す
る
。
か
つ
て
王
国
維
氏

は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

 
 

《
世
本
》
陸
終
娶
鬼
方
氏
之
妹
，
謂
之
女
嬇
，《
大
戴

禮
・
帝
繋
篇
》
及
《
水
經
注
・
洧
水
》
條
所
引
作
女
隤
，

《
漢
書
・
古
今
人
表
》
作
女
潰
，
而
《
史
記
・
楚
世
家
》
索

隱
與
《
路
史
・
後
紀
》
所
引
皆
作
女
嬇
，
鬼
、
貴
同
聲
，
故

餽
字
亦
通
作
饋
，
則
女
嬇
、
女
隤
疑
亦
女
媿
、
女
隗
之
變
。

…
…
嬇
、
隤
二
字
其
音
與
媿
、
隗
絕
近
，
其
形
亦
與
媿
、
隗

二
字
變
化
相
同
，
或
殷
周
間
之
鬼
方
已
以
媿
爲
姓
，
作
《
世

本
》
者
因
傳
之
上
古
也
（
注
15
）
。
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陳
夢
家
氏
は
王
国
維
氏
の
説
に
同
意
し
、
さ
ら
に
「
隤
・
隗
・

媿
・ 

都
是
鬼
姓
」（
隤
・
隗
・
媿
・
懐
は
す
べ
て
鬼
姓
で
あ
る
）

と
推
測
し
て
い
る
（
注
16
）
。

女
隤
・
女
嬇
が
女
隗
・
女
媿
の
異
写
で
あ
る
以
上
、
そ
の
意
味

は
媿
姓
の
女
子
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
先
に
引
用
し
た
『
左
伝
』
の

「
叔
隗
」・「
季
隗
」、

叔
簋
銘
の
「
伯
媿
」
と
近
似
し
て
お
り
、

上
古
時
期
の
婦
の
名
を
国
と
姓
で
称
す
と
い
う
基
本
規
律
を
表
し

て
い
る
。

諸
々
の
記
載
は
陸
終
が
女
嬇
（
媿
）
を
娶
っ
て
六
子
を
生
ん
だ

と
言
っ
て
お
り
、
季
連
は
そ
の
最
後
の
一
人
で
あ
る
。
文
中
の

「
生
」
の
字
は
、
生
み
の
母
と
理
解
で
き
、
ま
た
支
系
の
派
生
と

見
な
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
ど
の
よ
う
な
解
釈
で
あ
ろ
う
と
、
陸

終
の
六
系
に
は
一
定
成
分
の
鬼
方
氏
の
血
統
が
備
わ
っ
て
お
り
、

羋
姓
季
連
の
一
系
も
例
外
で
は
な
い
。
張
正
明
氏
は
「
鬼
方
は
西

北
民
族
で
あ
り
、
後
世
に
隗
姓
の
戎
人
が
い
る
。
隗
は
嬇
に
通

じ
、
女
嬇
は
つ
ま
り
隗
姓
の
戎
人
の
女
と
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
陸
終
の
集
落
連
盟
は
、
同
じ
鬼
方
の
集
落
連
盟
が
婚

姻
を
結
ん
で
繁
栄
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。」
と

述
べ
て
お
り
（
注
17
）
、
こ
れ
は
理
に
か
な
っ
て
い
る
。

「
女
嬇
（
媿
）」
は
戎
狄
の
族
の
鬼
方
氏
の
出
身
で
あ
り
、
こ
れ

は
疑
い
な
い
が
、
鬼
方
氏
の
ど
の
支
系
に
属
す
る
の
か
、
当
時
ど

こ
に
居
住
し
て
い
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
早
期
の

文
献
中
に
は
明
確
な
意
見
が
な
い
。
清
人
の
孔
広
森
『
大
戴
礼
記

補
注
』
に
「
鬼
方
、
西
落
鬼
戎
。
宋
衷
曰
、「
於
漢
、
則
先
零
羌

是
也
。」（
鬼
方
は
、
鬼
戎
に
西
落
す
。
宋
衷
曰
く
、「
漢
に
於
い

て
、
則
ち
先
零
羌
是
れ
な
り
。」
と
。）」
と
あ
り
（
注
18
）
、
鬼
方
は

す
な
わ
ち
西
北
に
居
住
し
て
い
た
鬼
戎
・
漢
の
先
零
羌
で
あ
る
と

見
な
さ
れ
て
い
る
が
、
曖
昧
で
は
っ
き
り
し
な
い
。
今
、
あ
る
学

者
は
こ
れ
に
よ
っ
て
季
連
の
母
族
の
鬼
方
氏
は
西
羌
集
団
に
属

し
、
羋
姓
で
あ
り
、
ま
た
季
連
の
姓
は
鬼
方
氏
に
来
源
が
あ
る
と

推
測
し
て
い
る
（
注
19
）
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
羅
運
還
氏
が
か
つ
て

分
析
し
て
「
春
秋
時
代
の
赤
狄
、
商
代
の
鬼
方
、
季
連
の
母
族
は

み
な
同
一
族
系
で
あ
り
、
…
…
お
そ
ら
く
こ
れ
は
季
連
の
母
族
の

鬼
方
氏
は
西
羌
集
団
に
属
さ
ず
、
北
狄
集
団
に
属
し
、
姓
は
羋
で

は
な
く
嬇
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
お
り
（
注
20
）
、

こ
れ
は
信
用
で
き
る
。
し
か
し
、
女
嬇
（
媿
）
の
族
の
派
系
と
居

住
地
に
つ
い
て
は
、
学
者
は
み
な
言
及
す
る
こ
と
が
少
な
く
、
さ

ら
な
る
分
析
・
検
討
が
待
た
れ
る
。

二
、
季
連
の

　
山
居
住
と
女 

の
来
源
の
分
析

清
華
簡
『
楚
居
』
に
は
、「
季
連
初
降
於

（
騩
）
山
、
氐

（
抵
）
于

（
穴
）
竆
（
窮
）。」
と
い
う
記
載
が
あ
る
（
注
21
）
。「
初

降
」
に
は
、
楚
の
始
祖
が
天
か
ら
降
り
て
き
た
と
い
う
神
秘
的
な

聭騎

瞶嫁
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色
彩
が
あ
る
上
に
、
そ
の
族
が
は
じ
め
に
居
住
し
た
地
の
史
実
背

景
も
あ
り
、『
国
語
』
周
語
上
の
「
昔
夏
之
興
也
、
融
降
于
崇
山

（
昔
夏
の
興
る
や
、
融 

崇
山
に
降
る
）」
の
記
載
と
近
い
。
そ
の

意
味
は
、
羋
姓
の
始
祖
の
季
連
氏
は
祝
融
集
団
か
ら
分
派
し
た

後
、
は
じ
め
に

（
騩
）
山
一
帯
に
居
住
し
て
い
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

「

山
」
は
す
な
わ
ち
騩
山
で
あ
り
、
整
理
者
は
『
山
海
経
』

西
山
経
の
「
西
次
三
經
」
が
言
う
と
こ
ろ
の
騩
山
で
あ
る
と
推
測

し
て
お
り
、
こ
の
山
が
「
神
耆
（
老
）
童
居
之
」
で
あ
る
と
い
う

関
係
か
ら
分
析
す
る
と
、
確
か
に
一
定
の
道
理
は
あ
る
。
し
か

し
、
騩
山
が
「
三
危
之
山
」
以
西
、「
天
山
」
以
東
に
位
置
す
る

と
い
う
形
勢
か
ら
見
る
と
（
注
22
）
、
お
お
よ
そ
今
の
甘
粛
省
の
西
境

に
当
た
り
、
文
献
が
記
載
す
る
祝
融
集
団
の
故
墟
、
す
な
わ
ち
今

の
河
南
省
新
鄭
か
ら
嵩
山
一
帯
ま
で
は
、
距
離
が
甚
だ
遠
く
、
人

に
疑
念
を
抱
か
せ
る
。

簡
文
が
記
載
す
る
季
連
氏
が
は
じ
め
に
居
住
し
た
騩
山
は
、
上

古
時
期
の
中
原
の
名
山
の
一
つ
で
あ
る
騩
山
と
見
な
す
こ
と
が
で

き
る
。『
国
語
』
鄭
語
は
鄭
の
桓
公
と
そ
の
大
臣
の
史
伯
が
東
遷

し
て
災
禍
を
避
け
る
こ
と
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る
時
の
こ
と
を

記
載
し
、
当
時
の
虢
・
鄶
の
地
は
「
主
芣
・
騩
而
食
溱
・
洧

（
芣
・
騩
を
主
と
し
て
溱
・
洧
を
食
う
）。」
と
言
い
、
韋
昭
注
に

「
芣
・
騩
、
山
名
。」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
芣
・
騩
の
二
山
を
望

祭
の
神
主
と
し
て
お
り
、
西
周
時
期
の
「
騩
山
」
が
中
原
の
望
山

の
一
つ
で
あ
り
、
非
常
に
名
声
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

『
山
海
経
』
中
山
経
の
「
中
次
七
經
」
に
は
「
又
東
三
十
里
曰

大
騩
之
山
、
其
陰
多
鐵
・
美
玉
・
青
堊
…
…
（
又
東
三
十
里
を
大

騩
之
山
と
曰
い
、
其
の
陰 

鉄
・
美
玉
・
青
堊
多
く
…
…
）」
と
、

そ
の
郭
璞
注
に
「
今
滎
陽
密
県
有
大
騩
山
、
…
…
（
今
の
滎
陽
密

県
に
大
騩
山
有
り
、
…
…
）」
と
あ
る
（
注
23
）
。
清
人
の
郝
懿
行
『
山

海
経
箋
疏
』
に
は
、「『
地
理
志
』
云
河
南
郡
密
有
大
騩
山
、
潩
水

所
出
（『
地
理
志
』
は
河
南
郡
密
に
大
騩
山
有
り
、
潩
水
の
出
づ

る
所
な
り
と
云
う
）。」
と
あ
る
。
ま
た
、『
荘
子
』
徐
無
鬼
に
「
黃

帝
將
見
大
隗
乎
具
茨
之
山
、
…
…
至
於
襄
城
之
野
、
七
聖
皆
迷
、

無
所
問
途
（
黄
帝
は
将
に
大
隗
を
具
茨
之
山
に
見
え
ん
と
し
、

…
…
襄
城
の
野
に
至
り
て
、
七
聖
皆
迷
い
、
途
を
問
う
所
無
し
）。」

と
、
唐
の
成
玄
英
『
荘
子
疏
』
に
「
大
隗
、
古
之
至
人
也
。
具
茨
、

山
名
也
、
在
滎
陽
密
縣
界
、
亦
名
泰
隗
山
。
…
…
今
汝
州
有
襄
城

県
、
在
泰
隗
山
南
、
即
黃
帝
訪
道
之
所
也
（
大
隗
は
、
古
の
至
人

な
り
。
具
茨
は
、
山
名
な
り
、
滎
陽
密
県
の
界
に
在
り
、
亦
た
泰

隗
山
と
名
づ
く
。
…
…
今
汝
州
に
襄
城
県
有
り
、
泰
隗
山
の
南
に

在
り
、
即
ち
黄
帝
の
訪
道
の
所
な
り
）。」
と
あ
る
（
注
24
）
。

『
漢
書
』
巻
二
八
・
地
理
志
上
に
見
え
る
河
南
郡
「
密
」
県
に
つ

い
て
は
、
班
固
の
原
注
に
「
有
大
騩
山
、
潩
水
所
出
、
南
至
臨
潁
入

潁
（
大
騩
山
有
り
、
潩
水
の
出
づ
る
所
に
し
て
、
南
は
臨
潁
に
至
り

（ 23 ）



潁
に
入
る
）。」
と
、
顔
師
古
注
に
「
騩
音
隗
、
潩
音
翼
。」
と（
注
25
）
、

『
説
文
解
字
』
巻
一
一
・
水
部
潩
条
に
「
水
出
河
南
密
縣
大
隗
山
、

南
入
潁
（
水
は
河
南
密
県
大
隗
山
よ
り
出
で
、
南
は
潁
に
入
る
）」

と（
注
26
）
、『
水
経
注
』
巻
二
二
・
潩
水
篇
の
経
に
「
潩
水
出
河
南
密

縣
大
騩
山
（
潩
水
は
河
南
密
県
の
大
騩
山
よ
り
出
づ
）」
と
、
注
に

「
大
騩
、
即
具
茨
山
也
（
大
騩
は
、
即
ち
具
茨
山
な
り
）。」
と
あ

る（
注
27
）
。

こ
の
騩
山
は
つ
ま
り
具
茨
山
で
あ
り
、
ま
た
大
騩
（
隗
）
山
・

泰
騩
（
隗
）
山
と
も
呼
ば
れ
、
太
古
の
至
人
の
大
隗
が
居
住
す
る

所
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
漢
の
密
県
の
境
に
位
置
し
、

ま
た
襄
城
と
隣
接
し
て
い
る
。

『
元
和
郡
県
図
志
』
巻
五
の
河
南
府
密
県
「
大
騩
山
」
の
条
に
、

「
在
縣
東
南
五
十
里
。
本
具
茨
山
、
黃
帝
見
大
隗
于
具
茨
之
山
、

故
亦
謂
之
大
騩
山
、
瀷
水
源
出
于
此
（
県
の
東
南
五
十
里
に
在

り
。
本
具
茨
山
、
黄
帝
は
大
隗
を
具
茨
之
山
に
見
え
、
故
に
亦
た

之
を
大
騩
山
と
謂
い
、
瀷
水
の
源
は
此
よ
り
出
づ
）。」
と
言

う
（
注
28
）
。『
読
史
方
輿
紀
要
』
と
『
大
清
一
統
志
』
の
記
載
を
結

合
す
る
と
（
注
29
）
、
唐
の
密
県
の
東
南
五
十
里
の
大
騩
山
に
位
置
し
、

今
の
河
南
密
県
・
禹
県
と
新
鄭
の
境
に
接
す
る
槐
樹
嶺
・
劉
垌
・

史
垌
な
ど
の
村
一
帯
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
（
注
30
）
。
密
県
の
境
内

は
、
こ
の
附
近
に
今
は
大
隗
鎮
が
あ
り
、
大
騩
（
隗
）
山
の
所
在

と
密
接
に
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
羋
姓
季
連
氏
の
一
系
が
早
期
に
居
住
し
て
い

た
「

山
」（
騩
山
）
は
、
ま
さ
に
そ
の
先
祖
の
祝
融
が
か
つ
て

長
期
的
に
活
動
し
て
い
た
今
の
河
南
省
新
鄭
と
嵩
山
と
の
間
に
位

置
し
、
ま
た
そ
の
同
族
の
昆
吾
・
鄶
人
ら
の
諸
支
系
と
の
距
離
が

遠
く
な
い
こ
と
が
わ
か
る
（
注
31
）
。
こ
の
史
実
の
確
認
は
、
一
連
の

関
連
す
る
記
載
と
と
も
に
裏
付
け
に
な
る
も
の
で
あ
る
（
注
32
）
。

『
荘
子
』
の
他
に
、
黄
帝
が
大
隗
に
面
会
す
る
故
事
は
『
抱
朴

子
』
に
も
見
え
、
本
書
内
篇
巻
一
三
・
極
言
に
「
昔
黃
帝
生
而
能

言
、
役
使
百
靈
、
…
…
之
具
茨
而
事
大
隗
、
適
東
岱
而
奉
中
黃

（
昔
黄
帝
は
生
ま
れ
て
能
く
言
い
、
百
霊
を
役
使
し
、
…
…
具
茨

に
之
き
て
大
隗
に
事
え
、
東
岱
に
適
き
て
中
黄
を
奉
す
）。」
と
言

う
。
ま
た
巻
一
八
地
真
に
「
昔
黃
帝
東
到
青
丘
、
…
…
北
到
洪

堤
、
上
具
茨
、
見
大
隗
君
・
黃
蓋
童
子
、
受
神
芝
圖
（
昔
黄
帝
は

東
は
青
丘
に
到
り
、
…
…
北
は
洪
堤
に
到
り
、
具
茨
に
上
り
、
大

隗
君
・
黄
蓋
童
子
に
見
え
、
神
芝
図
を
受
く
）。」
と
言
う
（
注
33
）
。

こ
の
伝
説
は
古
代
の
道
家
文
献
の
中
に
見
え
、
比
較
的
流
行
し
て

い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
大
隗
」
が
具
茨
山
に
移
り
住
ん
だ
こ
と
か
ら
、
具
茨
山
は
騩

山
・
大
騩
（
隗
）
山
・
泰
騩
（
隗
）
山
と
も
称
さ
れ
る
。
大
隗
す

な
わ
ち
大
媿
・
大
鬼
は
、
西
北
鬼
方
氏
の
一
系
が
南
下
し
て
き
た

も
の
で
あ
り
、『
抱
朴
子
』
は
そ
れ
を
「
大
隗
君
」
と
称
し
、
そ

の
居
住
地
が
「
大
隗
（
騩
）
山
」
と
称
さ
れ
て
い
る
の
は
そ
の
証
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拠
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
し
大
隗
が
隗
山
に
居
住
し
た
と
い

う
故
事
と
筆
者
の
推
測
と
が
お
お
よ
そ
誤
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
氏

族
社
会
の
晩
期
に
、
あ
る
一
系
の
鬼
方
氏
の
族
人
が
南
に
向
か
っ

て
発
展
し
、
黄
河
を
越
え
、
中
原
の
中
央
に
進
入
し
、
今
の
密

県
・
新
鄭
・
禹
県
の
境
に
接
す
る
所
の
具
茨
山
一
帯
に
お
い
て
活

動
し
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
商
周
時
期
に
、

媿
姓
の
族
人
は
さ
ら
に
南
に
向
い
て
発
展
し
、
相
次
い
で
淮
河
上

流
地
区
に
お
い
て
媿
姓
の
復
・
胡
・
弦
の
諸
国
を
建
立
し
た
こ
と

も
（
注
34
）
、
大
隗
す
な
わ
ち
鬼
方
の
支
系
が
早
期
に
中
土
に
進
入
し
、

具
茨
山
一
帯
に
お
い
て
活
動
し
た
と
い
う
有
力
な
傍
証
と
な
る
で

あ
ろ
う
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
群
れ
が
西
北
部

か
ら
中
原
を
越
え
て
淮
河
上
流
に
到
達
す
る
の
は
難
し
い
こ
と
で

あ
る
。

黄
帝
が
わ
ざ
わ
ざ
大
隗
に
面
会
に
行
っ
た
か
ど
う
か
、
ま
た
神

芝
図
を
受
け
た
か
ど
う
か
な
ど
は
、
必
ず
し
も
確
実
で
は
な
く
、

パ
ロ
デ
ィ
ー
の
成
分
が
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
黄
帝
の
部

族
と
大
隗
の
一
系
と
は
同
じ
中
原
の
土
地
に
い
て
、
隣
接
し
て
い

た
た
め
、
互
い
に
交
流
が
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ

う
。鬼

方
氏
の
支
族
の
大
隗
一
系
が
か
つ
て
騩
（
隗
）
山
一
帯
に
お

い
て
活
動
し
、『
楚
居
』
が
楚
の
先
祖
の
季
連
は
は
じ
め
に
騩
山

に
居
住
し
て
い
た
と
言
っ
て
い
る
以
上
、
両
族
は
同
じ
一
つ
の
比

較
的
小
さ
な
区
域
範
囲
内
に
い
て
、
互
い
の
距
離
は
遠
く
な
か
っ

た
、
あ
る
い
は
互
い
に
隣
接
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ

う
で
あ
れ
ば
、『
大
戴
礼
記
』
や
『
世
本
』
な
ど
が
記
載
す
る
陸

終
が
娶
っ
た
鬼
方
氏
の
妹
女
嬇
（
隤
）
は
、
隣
接
す
る
大
隗
の
族

の
出
身
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
と
推
測
で
き
る
。
ま
ず
、
大
隗
・

女
嬇
（
隤
）
は
み
な
鬼
方
氏
の
支
系
の
媿
姓
の
族
人
で
、
同
族
同

姓
で
あ
る
。
次
に
、
大
隗
一
系
は
今
の
密
県
・
新
鄭
の
間
の
古
具

茨
之
山
（
騩
山
）
一
帯
に
お
い
て
活
動
し
、
さ
ら
に
陸
終
の
族
の

中
心
は
今
の
新
鄭
一
帯
に
あ
り
、
両
者
は
互
い
の
距
離
が
約
四
〇

里
前
後
、
往
来
す
る
に
は
近
く
て
便
利
で
あ
り
、
相
互
に
婚
姻
関

係
を
結
ん
で
い
た
可
能
性
が
高
い
。
も
し
陸
終
氏
が
近
き
を
捨
て

て
遠
き
を
求
め
、
晋
陝
北
部
の
鬼
方
氏
の
中
心
地
域
に
赴
い
て
婚

姻
関
係
を
成
立
さ
せ
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
上
古
の
立
ち
後
れ
た

状
態
と
困
難
な
交
通
条
件
の
下
で
は
、
想
像
し
が
た
い
も
の
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
陸
終
が
娶
っ
た
鬼
方
氏
の
妹
女
嬇
（
隤
）

は
、
ま
さ
し
く
祝
融
集
団
の
居
住
地
と
隣
接
す
る
大
隗
（
媿
）
一

系
出
身
の
女
子
で
あ
っ
た
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

陸
終
の
後
裔
の
季
連
氏
と
し
て
、
血
縁
の
角
度
か
ら
言
う
と
、

陸
終
の
末
子
で
あ
る
以
上
、
鬼
方
氏
の
後
裔
（
外
孫
）
で
も
あ

り
、
そ
の
族
が
し
だ
い
に
独
立
・
分
家
し
た
後
、
最
初
に
そ
の
母

族
が
居
住
す
る
騩
山
一
帯
に
お
い
て
活
動
し
た
の
は
、
頼
っ
た
り

協
力
を
得
た
り
す
る
こ
と
を
願
っ
た
た
め
で
あ
り
、
こ
れ
は
道
理
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に
か
な
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
陸
終
の
族
人
の
中
の
最
も
年
少

の
一
系
は
、
は
じ
め
は
そ
の
母
族
と
同
居
し
て
成
長
し
、
た
と
え

独
立
し
て
家
を
興
し
業
を
立
て
た
後
で
あ
っ
て
も
、
な
お
騩
山
附

近
に
お
い
て
一
定
期
間
、
活
動
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
、
こ
れ

が
『
楚
居
』
の
「
季
連
初
降
於

（
騩
）
山
」
の
歴
史
的
背
景
な

の
か
も
し
れ
な
い
。

結
語

以
上
の
分
析
の
結
果
、
次
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

清
華
簡
『
楚
居
』
が
記
載
す
る
楚
人
の
先
祖
季
連
が
は
じ
め
に

降
り
た
騩
山
は
、
今
の
河
南
省
密
県
と
新
鄭
・
禹
県
の
間
の
古
具

茨
山
に
位
置
し
、
氏
族
社
会
の
晩
期
に
鬼
方
氏
の
支
系
の
大
隗

（
媿
）
の
族
人
が
南
下
し
て
こ
の
一
帯
に
居
住
・
活
動
し
た
た
め
、

騩
（
隗
）
山
・
大
騩
（
隗
）
山
、
あ
る
い
は
泰
騩
（
隗
）
山
と
呼

ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
上
古
時
期
の
中
原
で
有
名
な
望
山
の
一
つ

で
あ
り
、
非
常
に
名
声
が
あ
っ
た
（
図
１
参
照
）。

歴
史
・
地
理
の
角
度
か
ら
推
測
す
る
と
、『
大
戴
礼
記
』
や

『
世
本
』
な
ど
が
記
載
す
る
楚
人
の
遠
祖
陸
終
が
娶
っ
た
鬼
方
氏

の
妹
女
嬇
（
媿
）
は
、
騩
（
隗
）
山
一
帯
の
大
隗
の
族
人
の
出
身

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
陸
終
氏
が
居
住
す
る
「
鄭
」（
今
の
河

南
新
鄭
）
と
大
隗
君
が
南
下
後
に
居
住
し
た
騩
（
隗
）
山
と
は
、

互
い
の
距
離
が
四
〇
里
前
後
で
、
近
隣
で
あ
っ
た
た
め
、
往
来
す

る
の
に
便
利
で
あ
り
、
相
互
に
婚
姻
関
係
を
結
ん
で
い
た
と
考
え

る
の
は
十
分
可
能
で
あ
る
。

陸
終
の
幼
子
あ
る
い
は
比
較
的
遅
く
に
分
か
れ
た
羋
姓
の
季
連

氏
と
し
て
、
長
期
的
に
騩
（
隗
）
山
一
帯
に
居
住
・
活
動
し
、
そ

の
母
族
の
鬼
方
氏
の
大
隗
（
媿
）
一
系
と
は
特
に
親
密
で
頼
り
に

し
て
い
る
間
柄
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
季
連
氏
と
大
隗
の

族
系
の
間
の
さ
ら
に
進
ん
だ
通
婚
・
融
合
も
ま
た
免
れ
が
た
い
も

の
で
あ
る
と
想
像
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
季
連
の
族
人
は
祝
融

八
姓
中
の
他
の
支
系
と
比
較
す
る
と
、
戎
狄
鬼
方
氏
の
血
統
を
濃

厚
に
有
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
こ
れ
は
羋
姓
楚
人
の

族
系
の
淵
源
と
そ
の
文
化
の
痕
跡
を
探
る
際
に
軽
視
で
き
な
い
要

素
で
あ
る
。
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【
図
１
】
季
連
氏
早
期
居
住
地
位
置
図
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。
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国
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狁
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書
局
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九
一
～
五
九
二
頁
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史
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五
八
頁
参
照
。

（
31
）	

昆
吾
・
鄶
人
の
諸
支
系
の
居
地
に
つ
い
て
は
、
詳
細
は
拙
稿
「
論
祝

融
八
姓
的
流
変
与
分
布
」、
湖
北
省
考
古
学
会
選
編
『
湖
北
省
考
古
学
会

論
文
選
集
』（
三
）、『
江
漢
考
古
』
増
刊
、
一
九
九
八
年
、
一
二
二
～
一

三
九
頁
参
照
。

（
32
）	

季
連
と
騩
山
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
季
連
早
期
居
地
及
相

関
問
題
考
析
」、『
清
華
簡
研
究
』
第
一
輯
掲
載
、
中
西
書
局
、
二
〇
一

二
年
、
二
七
七
～
二
八
七
頁
参
照
。

（
33
）	『
抱
朴
子
』、『
諸
子
集
成
』
第
八
冊
収
録
、
中
華
書
局
、
一
九
五
四
年
、

五
七
頁
、
九
二
～
九
三
頁
。

（
34
）	

詳
細
は
、
拙
稿
「
復
器
・
復
国
与
楚
復
県
考
析
」、『
中
央
研
究
院
歴

史
語
言
研
究
所
集
刊
』
第
八
〇
巻
第
二
号
（
二
〇
〇
九
年
）、
一
九
七
～

二
一
六
頁
参
照
。

【
附
記
】本
稿
は
、二
〇
一
五
年
一
〇
月
一
六
日
・
一
七
日
に
開
催
さ
れ
た「
出

土
文
献
与
先
秦
経
史
国
際
学
術
研
討
会
」（
香
港
大
学
中
文
学
院
主
催
、

香
港
中
文
大
学
歴
史
系
中
国
歴
史
研
究
中
心
共
催
、
於
香
港
大
学
百
周

年
校
園
）、
お
よ
び
二
〇
一
五
年
一
一
月
二
二
日
に
開
催
さ
れ
た
中
国
出

土
文
献
研
究
会
の
座
談
会
（
於
大
阪
大
学
中
国
哲
学
資
料
室
）
で
発
表

し
た
論
文
（
原
題
「
従
《
楚
居
》
析
陸
終
娶
鬼
方
氏
妹
女
嬇
之
伝
説
」）

に
若
干
の
修
訂
を
加
え
、
日
本
語
に
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
座
談
会

の
開
催
と
『
中
国
研
究
集
刊
』
へ
の
寄
稿
を
ご
提
案
く
だ
さ
っ
た
湯
浅

邦
弘
教
授
（
大
阪
大
学
）、
通
訳
・
翻
訳
を
務
め
て
い
た
だ
い
た
草
野
友

子
博
士
（
京
都
産
業
大
学
）
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
各
位
に
対
し
、

こ
こ
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

　

 

本
稿
は
、
国
家
社
科
基
金
重
大
招
標
項
「
周
代
漢
淮
地
区
列
国
青
銅

（ 29 ）



器
和
歴
史
・
地
理
綜
合
整
理
与
研
究
」（
批
准
号
：15ZD

B032

）、
お

よ
び
武
漢
大
学
重
大
委
托
項
目
「
両
周
漢
淮
地
区
列
国
青
銅
器
和
歴
史

地
理
探
析
」（
二
〇
一
六
年
）
の
段
階
的
成
果
で
あ
る
。

（ 30 ）




